
株式会社歌舞伎座

第96期
定時株主総会
招集ご通知

証券コード：9661

2020年５月28日（木曜日）
午前10時

日 時

場 所

東京都中央区銀座四丁目12番15号
TEL 03-3541-8160
歌舞伎座３階 食堂「花篭」

第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役４名選任の件

決議事項

※「本総会での新型コロナウィルス感染リスク対応について」次ページをご覧ください
※ 株主総会でのお土産は 2年前から廃止させていただいております
※ 飲料のご提供は中止させていただきます
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※ 本総会での新型コロナウィルス感染リスク対応について

本年総会は、新型コロナウィルスの影響をうけ、例年の会場の確保ができず、収容人数に

限りがある劇場歌舞伎座内の食堂で実施せざるを得ません。

弊社といたしましては、株主総会での感染リスクをご考慮され、株主総会へのご出席をお

控えいただき、同封の「議決権行使書」による議決権の行使を強く推奨いたします。

また、本総会におきましては、下記の感染予防対策を実施させていただきますので、予め

ご了承いただきますよう、よろしくお願いいたします。

① ご高齢の方、基礎疾患をお持ちの方、妊娠されている方におかれましては、感染リスク

回避のため、株主総会へのご出席をお控えいただきますようお願いいたします。

② ご来場の際は、マスクの着用をお願いいたします。

③ 受付時、検温や手指消毒、また間隔を約2ｍ空けての整列入場にご協力お願いいたしま

す。なお、そのためご入場まで時間がかかることが想定されます。

（発熱等体調不良の場合は、ご入場をお断りすることもございます）

④ 密集防止のため、座席間の間隔を拡げることから、ご用意できる席数が減少いたします

ので、別会場へご案内させていただく場合がございます。

以上
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証券コード 9661
2020年5月12日

株 主 各 位
東京都中央区銀座四丁目12番15号
株 式 会 社 歌 舞 伎 座

代表取締役社長 武 中 雅 人
第96期定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社第96期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますのでご通知申し上げます。
書面での議決権行使をされます場合は、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のう
え、同封の議決権行使書用紙に賛否を表示され、2020年5月27日(水)午後5時30分までに到着
するようご返送お願い申し上げます。

敬具
１. 日 時 2020年5月28日（木曜日）午前10時
２. 場 所 歌舞伎座3階 食堂「花篭」

東京都中央区銀座四丁目12番15号 TEL03-3541-8160
３. 目 的 事 項

報 告 事 項 １. 第96期（2019年3月1日から2020年2月29日まで)
事業報告、連結計算書類ならびに会計監査人および監査役会の連結計算
書類監査結果報告の件

２. 第96期（2019年3月1日から2020年2月29日まで)
計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役４名選任の件

以 上
◇インターネットによる開示について
1.株主総会招集に際し提供すべき書類のうち、連結計算書類の「連結注記表」および計算書類の「個別注
記表」につきましては、法令および当社定款第16条の規定に基づき、当社ウェブサイトに掲載しており
ますので、本「招集ご通知」には添付しておりません。なお、当該注記表につきましては、監査役およ
び会計監査人が監査報告作成に際して監査した連結計算書類および計算書類の一部であります。
2.株主総会参考書類ならびに事業報告、連結計算書類、計算書類等に修正すべき事項が生じた場合には、
当社ウェブサイト（https://www.kabuki-za.co.jp/annai/）に掲載させていただきます。
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株主総会参考書類

議案および参考事項

第１号議案 剰余金処分の件

当社は、安定配当の維持、継続を基本方針としております。第96期の期末配当および剰
余金の処分につきましては、今後の事業展開に備えた内部留保を勘案し、次のとおりとい
たしたく存じます。

1.期末配当に関する事項

（1）配当財産の種類
金銭

（2）配当財産の割当てに関する事項およびその総額
当社普通株式１株につき金５円 総 額 60,514,490円

（3）剰余金の配当が効力を生ずる日（期末配当金の支払開始日）
2020年５月29日

2.剰余金の処分に関する事項

（1）減少する剰余金の項目およびその額
繰越利益剰余金 350,000,000円

（2）増加する剰余金の項目およびその額
別途積立金 350,000,000円
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第２号議案 取締役４名選任の件
取締役大谷信義、池田喜実、岩﨑敏久、松平誠の４氏は、本総会終結の時をもって任

期満了となりますので、取締役３名の再任と新任取締役１名の選任をお願いするもので
あります。

取締役候補者に関しては、次のとおりであります。
候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

１

再任

大
おお

谷
たに
信
のぶ
義
よし

（1945年６月18日生）

1979 年 ５月 当社取締役
1980 年 ５月 松竹㈱取締役
1984 年 ５月 当社代表取締役社長
1984 年 ５月 歌舞伎座事業㈱代表取締役社長
1998 年 １月 松竹㈱代表取締役社長
1998 年 ６月 中日本興業㈱社外取締役（現任）
2002 年 ５月 松竹ブロードキャスティング㈱取締役 (現任）
2006 年 ４月 歌舞伎座サービス㈱取締役（現任）
2007 年 ２月 松竹㈱代表取締役会長
2019 年 ５月 松竹㈱取締役会長（現任）
2019 年 ５月 当社取締役会長（現任）
（重要な兼職の状況）
松竹㈱取締役会長
松竹ブロードキャスティング㈱取締役
歌舞伎座サービス㈱取締役
中日本興業㈱社外取締役

40,203株

（取締役候補者とした理由）
長年、演劇、映画興行の業界を牽引し、興行場を中心とした不動産経営にも広い見識があり、当
社の経営責任者として十分な実績を有しております。これらの豊富な経験や見識は、今後も当社
の経営にとって不可欠であると判断いたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

２

再任

岩
いわ
﨑
さき
敏
とし
久
ひさ

（1957年８月25日生）

2006年４月 松竹㈱経理部長
2009年５月 松竹㈱執行役員経理部長
2013年５月 歌舞伎座サービス㈱常務取締役（現任）
2014年５月 当社取締役企画開発担当企画開発部長
2015年５月 当社常務取締役企画開発担当

企画開発部長（現任）
2017年４月 歌舞伎座舞台㈱社外取締役（現任）
（重要な兼職の状況）
歌舞伎座サービス㈱常務取締役
歌舞伎座舞台㈱社外取締役

0株

（取締役候補者とした理由）
長年にわたる映画演劇業界での財務経理、税務に関する豊富な知見で当社グループの業務執行に
携わっており、引き続きその見識を当社業務執行、監督に活かしてもらえると判断いたしました。

３

新任

山
やま
内
うち
貴美子
き み こ

（1960年1月20日生）

2001年12月 コナミ㈱知的財産部商標サービスグループヴァ
イスプレジデント兼知的財産サポートグループ
マネージャー

2003年５月 フィールズ㈱総務部法務課長
2007年２月 松竹㈱総務部法務室長
2008年３月 一橋大学大学院

国際企業戦略研究科法務・公共政策専攻 修了
2018年10月 松竹㈱法務室長（部長待遇）
2020年１月 松竹㈱退社

200株

（取締役候補者とした理由）
企業戦略における知的財産、またコンテンツビジネス上の法務に精通されており、その知識経験
を当社グループの知財活用や営業活動に活かしていただけると判断いたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

４

再任 社外 独立

松
まつ

平
だいら

誠
まこと

（1947年２月24日生）

1996年４月 日本郵船㈱本店業務企画部部長
1999年４月 郵船クルーズ㈱取締役ホテル部長
2005年４月 郵船クルーズ㈱社長
2007年６月 ㈳日本外航客船協会会長
2008年４月 郵船クルーズ㈱会長
2010年４月 郵船クルーズ㈱顧問
2016年５月 当社社外取締役（現任)

200株

（社外取締役候補者とした理由）
客船運航会社において培われたサービスやリスク管理といった見識から、高い独立性を持った立
場より重要なアドバイスや提言をいただいております。引き続き社外取締役として業務執行監督
の職責に適任であると判断いたしました。

（注）1.各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
2.社外取締役候補者について
松平誠氏は、社外取締役の候補者であり、また東京証券取引所が指定を義務付ける一
般株主と利益相反が生じるおそれのない独立役員候補者であります。なお、社外取締
役としての在任期間は、本総会終結時において4年となります。
3.当社は、会社法第427条第1項および定款規定に基づき、取締役（業務執行取締役等を
除く）と会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限定する契約を締結
しており、社外取締役候補者とは同内容の契約を締結しております。松平誠氏の選任
が承認された場合、当社は上記責任限定契約を継続する予定であります。

なお、会社法施行規則第74条に定める取締役の選任に関する議案に記載すべき事項につ
きましては、上記の他に特記すべき事項はありません。

以 上
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(添付書類)
事 業 報 告
( 20192020

年
年
３
２
月
月
１
29
日から
日まで)

1. 企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過および成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用情勢・個人消費が改善し、景気は総じて緩や
かな回復基調で推移いたしました。なお、海外経済の不確実性や金融市場の変動の影響、消
費税率引上げ後の消費マインドの冷え込みに加え、新型コロナウィルス感染症の感染拡大が
内外経済に与える影響が懸念される等、景気の先行きは不透明な状況が続いております。
このような情勢の中、松竹株式会社による歌舞伎興行は、人気脚本家の演出による舞台を

はじめ、話題の親子共演やダブルキャスト、また、追善興行など、令和の幕開けに相応しい
舞台が続いた一年となりました。
当社も創立70周年を迎え、新社長による新しい経営体制のもと事業に取り組む中、ラン
ドマークである劇場歌舞伎座において、ラグビーワールドカップ開催中の劇場ライトアップ
で、「東京」のイメージアップに協力するほか、地元行政による近隣在住・在勤者対象の館
内案内を実施するなど、地域貢献に努めてまいりました。また、当社グループの食堂・売店
において、環境に優しいストローやレジ袋を導入し、環境面への配慮にも取り組んでまいり
ました。

当連結会計年度における当社グループの売上高は3,742百万円（前年同期比3.2%減）、営
業利益は297百万円（前年同期比26.9%減）、経常利益は322百万円(前年同期比26.5%減)
となり、親会社株主に帰属する当期純利益は212百万円（前年同期比24.5%減）となりまし
た。
以下、事業別の概況をご報告いたします。

＜不動産賃貸事業＞
都心部の地価は引き続き上昇が継続しており、オフィスビルも高稼働で推移し、平均賃料

も上がり続けている中、当社不動産賃貸事業においても、各テナントの賃料増額を行い、収
益向上を図りました。
営繕管理面においては、７年目に入った劇場建物全体の「中期修繕計画」のもと、昇降設

備や機械式駐車場設備、防災センター中央監視装置の整備・更新など大規模な保全メンテナ
ンス工事を行いました。
また、劇場建物においても、中期計画におけるロビー絨毯貼替や客席照明更新工事を、前

期に続いて計画通り遂行いたしました。

2020年04月24日 17時44分 $FOLDER; 8ページ （Tess 1.50(64) 20200401(on201812)_02）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 7 ―

売上高は、1,908百万円(前年同期比0.4%増)で、前年同水準にとどまりました。営業利益
は、719百万円(前年同期比5.6%減)で、劇場設備の更新に係る費用の増加および固定資産税
等の負担増により、42百万円の減益となりました。

＜食堂・飲食事業＞
食堂・飲食事業におきましては、利用者増と稼働率向上を課題に、話題シェフ監修の中華

メニューや、出演俳優お好み料理の特製弁当、ネット予約割引メニューなどを提供してまい
りました。
また、幕間でのBAR営業、1階喫茶モーニングサービスを開始し、利用客の拡大に努めて
まいりました。
催事面では、定番の落語の会や歌舞伎と親和性のあるイベント、また、新たに「語り部

会」を開催する一方、食堂を貸しスペースとして、セミナーやイベント会場として頻繁にご
利用いただきました。
売上高は、様々な取り組みも利用増までは結びつかず、727百万円(前年同期比4.0%減)
で、30百万円の減収となりましたが、営業利益は、原価率の改善および人件費等の減少に
より29百万円（前年同期比14.4%増）で、３百万円の増益となりました。

＜売店事業＞
売店事業におきましては、キャッシュレス決済の拡充と、お芝居関連商品や各地名産品な
どの品揃えを充実させてまいりました。
木挽町広場では、集客向上を課題に、四季折々の季節感を演出、抽選会やスタンプラリー
などを企画してまいりました。また、人気キャラクターとのコラボイベント、歌舞伎の演目
を題材にしたブロック作品の展示など、ファミリー向け催事を数多く開催し新たな顧客層開
拓を目指し、インバウンド対応を目的とした自動翻訳機による案内サービスも開始いたしま
した。
５階歌舞伎座ギャラリー回廊では、「かぶきにゃんたろう」ほか歌舞伎とコラボしたキャ

ラクターグッズを一同に揃え「歌舞伎キャラクターワールド」を新設いたしました。
売上高は、1,106百万円(前年同期比8.2%減)で、木挽町広場の売上減少が響き、98百万
円の減収となり、営業利益は、各店舗に一定の人員を配置したことによる人件費の増加等に
より58百万円(前年同期比49.4%減)で、57百万円の減益となりました。

食堂・飲食、売店の両事業とも、以上の様々な取り組みを実施してまいりましたが、10
月の消費税率引上げによる個人消費の落ち込みに加え、２月の感染症拡大の影響が大きく、
購買意欲の低下や利用者減により、売上高は前年を下回る結果となりました。
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（2）対処すべき課題
当社グループとしましては、安全で快適な劇場や附帯施設の維持と、高品質なサービスの
提供を課題としておりますが、直面する問題として、新型コロナウィルス感染症対策など衛
生管理の徹底に取り組んでまいります。
不動産賃貸事業におきましては、劇場休館による減収の影響を考慮しつつ、地価動向を見

据えた建物全体の地代スキームを改定し年間収益を維持できるよう努めてまいります。ま
た、特に劇場においては、建物・設備の中期修繕計画を、興行スケジュールを見据えながら
完遂し、ロビー環境など利便性を高める対策を行ってまいります。
食堂・飲食事業におきましては、原価管理の徹底と、ネット予約などによる業務効率の向

上、食事処や喫茶室の稼働率向上に取り組み、また、様々なお客様の嗜好に合わせ、バラエ
ティに富んだメニューを取り揃えてまいります。
売店事業におきましては、リピーターのお客様にもご満足いただける木挽町広場での催事

や話題商品の提供に加え、増加が見込まれる海外のお客様にも対応した売場展開で、集客向
上に取り組んでまいります。

（3）設備投資の状況
当連結会計年度の設備投資の総額は61百万円となり、そのうち主なものは、中期修繕計
画のもと昨年に引き続き実施した、劇場ロビー絨毯貼替（B1・3F、13百万円）と、客席照
明更新(張出部分軒下、19百万円)で、どちらもすべて計画どおり完了させたほか、楽屋の空
調機器更新（７百万円）の２年目部分を完工いたしました。
その他、消費税率改定に伴い、POSシステム等（７百万円）の改修を行いました。
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（4）財産および損益の状況
① 企業集団の財産および損益の状況

区 分 第 93 期
2016年度

第 94 期
2017年度

第 95 期
2018年度

第 96 期
2019年度

(当連結会計年度)

売 上 高 （百万円） 4,109 3,999 3,864 3,742

経 常 利 益 （百万円） 522 519 438 322

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 （百万円） 345 357 281 212

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 （円） 28.55 29.57 23.25 17.56

総 資 産 （百万円） 27,436 27,993 26,092 26,195

純 資 産 （百万円） 11,301 12,324 11,291 11,510

１ 株 当 た り 純 資 産 額 （円） 933.70 1,018.31 932.97 951.03

② 当社の財産および損益の状況

区 分 第 93 期
2016年度

第 94 期
2017年度

第 95 期
2018年度

第 96 期
2019年度

( 当 事 業 年 度 )

売 上 高 （百万円） 2,033 2,030 2,015 2,023

経 常 利 益 （百万円） 473 457 404 347

当 期 純 利 益 （百万円） 327 317 263 232

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 （円） 27.06 26.25 21.75 19.19

総 資 産 （百万円） 25,848 26,287 24,469 24,616

純 資 産 （百万円） 10,081 11,053 10,022 10,259

１ 株 当 た り 純 資 産 額 （円） 832.94 913.29 828.06 847.67

（注）①、②ともに１株当たり当期純利益は自己株式を除く期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。
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（5）重要な子会社の状況
名 称 資 本 金 出資比率 主要な事業内容

歌舞伎座サービス株式会社 40百万円 100 ％
食堂・飲食事業
売店事業
不動産賃貸事業

（6）主要な事業内容（2020年２月29日現在）
事 業 区 分 事 業 内 容

不動産賃貸事業 劇場、附帯施設、店舗等および土地の賃貸事業
食堂・飲食事業 劇場および附帯施設等における食堂、飲食事業
売店事業 劇場および附帯施設等における歌舞伎関連商品や土産品の物販事業

（7）主要な事業所（2020年２月29日現在）
・ 当社 本社 東京都中央区
・ 当社 大船 神奈川県鎌倉市
・ 歌舞伎座サービス株式会社 東京都中央区

（8）従業員の状況（2020年２月29日現在）
① 企業集団の従業員の状況

事 業 区 分 従業員数 前連結会計年度末比増減
不動産賃貸事業 4名 ( － ) 1名増 ( － )
食堂・飲食事業 17名 (16名) 1名減 （3名減）
売店事業 13名 (24名) 3名増 （3名減）
全社（共通） 17名 ( － ) 1名増 ( － )

合 計 51名 (40名) 4名増 (6名減）
(注)1.当社グループ外から当社グループへの出向者を含む就業人員であります。
2.臨時従業員数は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

② 当社の従業員の状況
従業員数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数
11名（ － ） 1名増（ － ） 51.4歳 11.7年

(注)1.従業員数は他社から当社への出向者を含む就業人員であります。子会社への出向者１名は含まれ
ておりません。

2.臨時従業員数は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しております。
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2. 会社の現況に関する事項
（1）株式に関する事項（2020年２月29日現在）
① 発行可能株式総数 28,000,000株
② 発行済株式の総数 12,102,898株（自己株式67,102株を除く）
③ 株主数 5,312名
④ 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持株比率

松竹株式会社 1,665,100株 13.75％

清水建設株式会社 1,017,250株 8.40％

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 松竹口
再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式会社 446,200株 3.68％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（退職給付信託松竹口）

446,200株 3.68％

株式会社みずほ銀行 230,000株 1.90％

株式会社ＴＢＳテレビ 150,000株 1.23％

日本テレビ放送網株式会社 150,000株 1.23％

株式会社フジ・メディア・ホールディングス 150,000株 1.23％

株式会社三越伊勢丹 115,000株 0.95％

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 115,000株 0.95％

（注）持株比率は、所有する株式数を発行済株式（自己株式67,102株を除く）の総数で除したものであります。
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（2）会社役員に関する事項（2020年２月29日現在）
① 取締役および監査役の氏名等

地 位 氏 名 担 当 重要な兼職の状況
取 締 役 会 長 大 谷 信 義 松竹㈱取締役会長

歌舞伎座サービス㈱取締役
松竹ブロードキャスティング㈱取締役
中 日 本 興 業 ㈱ 社 外 取 締 役

代表取締役社長 武 中 雅 人 松竹㈱専務取締役 不動産本部長
松竹衣裳㈱ 代表取締役会長
㈱松竹サービスネットワーク取締役

代表取締役専務 池 田 喜 実 経理担当 歌舞伎座サービス㈱取締役

常 務 取 締 役 岩 﨑 敏 久 企画開発担当
企画開発部長

歌舞伎座サービス㈱常務取締役
歌舞伎座舞台㈱社外取締役

取 締 役 近 藤 諭 司 総務・業務担当

社 外 取 締 役 小 平 健
社 外 取 締 役 松 平 誠
社 外 取 締 役 尾 﨑 啓 成 松竹㈱執行役員経理部長 兼 財務

部長 兼 IR(インベスター・リレ
ーションズ）副担当

社 外 取 締 役 武 藤 寛 征 松竹㈱経営企画部グループ企画室長
㈱松竹サービスネットワーク社外監査役
松竹衣裳㈱社外監査役

社外監査役（常勤） 安 形 泰 介

監 査 役 大 谷 二 郎 松竹ブロードキャスティング㈱
専務取締役

社 外 監 査 役 井ノ上 正 男 大高法律事務所 弁護士
松竹㈱社外監査役
㈱永谷園ホールディングス社外監査役

社 外 監 査 役 稲 垣 文 美
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（注）1. 当事業年度中の役員の異動（2019年5月30日付）
　 新 任

代表取締役社長 武中 雅人
社外取締役 尾﨑 啓成
社外取締役 武藤 寛征

　 退 任
取 締 役 野間 一平（任期満了）
社外取締役 岡崎 哲也（任期満了）

　 地位の異動（括弧内は従前の地位）
取締役会長 大谷 信義（代表取締役社長）

2. 取締役 小平健、松平誠、尾﨑啓成、武藤寛征の各氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役
であり、小平健、松平誠の両氏は東京証券取引所の上場規程に基づく独立役員であります。

3. 監査役 安形泰介、井ノ上正男、稲垣文美の各氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であ
ります。また、稲垣文美氏は、東京証券取引所の上場規程に基づく独立役員であり、長年にわたる金
融機関での経験から、財務および会計に関する相当程度の知見を有しています。

② 取締役および監査役の報酬等の総額
取締役 11名 110百万円（うち社外取締役 5名 13百万円）
監査役 4名 17百万円（うち社外監査役 3名 15百万円）

（注） 取締役の報酬限度額は、2015年５月28日開催の第91期定時株主総会において年額190百万円以
内（うち社外取締役分年額20百万円以内）、監査役の報酬限度額は、2008年５月23日開催の第
84期定時株主総会において年額30百万円以内と決議いただいております。

③ 責任限定契約の内容の概要
当社は、会社法第427条第１項および定款規定に基づき、取締役（業務執行取締役等で

あるものを除く。）、監査役の全員と会社法第423条第１項の損害賠償責任を法令の定める
限度まで限定する契約を締結しております。
④ 社外役員に関する事項
イ．他の法人等の業務執行者、社外役員等との重要な兼職状況、当該法人等と当社との関係
・取締役尾﨑啓成氏は、当社の特定関係事業者にあたる松竹株式会社の執行役員経理部
長、財務部長、IR(インベスター・リレーションズ）副担当を兼職しており、当社と当
該会社との間には建物等の賃貸借取引関係があります。
・取締役武藤寛征氏は、松竹株式会社の経営企画部グループ企画室長と、株式会社松竹
サービスネットワーク、松竹衣裳株式会社の社外監査役を兼職しております。松竹株式
会社は当社の特定関係事業者に該当し、当社とは建物等の賃貸借取引関係があり、ま
た、株式会社松竹サービスネットワークとは建物管理委託取引関係があります。
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・監査役井ノ上正男氏は、大高法律事務所に所属する弁護士で、また、松竹株式会社と
株式会社永谷園ホールディングスの社外監査役を兼職しております。松竹株式会社は当
社の特定関係事業者に該当し、当社とは建物等の賃貸借取引関係があります。

ロ．当事業年度における主な活動状況
個々の社外役員の取締役会、監査役会の出席状況は以下のとおりですが、独立社外

取締役と監査役会で２回ミーティングを実施、取締役会のあり方など意見交換を行い
ました。
・取締役小平健氏は、当事業年度開催の取締役会13回のうち12回に出席、金融機関やホ
テル業界等で培われた豊富な経験・見識から、特に危機管理に関する事項など、有益な
意見や助言を適宜行っております。
・取締役松平誠氏は、当事業年度開催の取締役会13回すべてに出席、豊富な経営見識と
客船運航会社における経験から、サービス業におけるマーケティング観点など、有益な
意見や助言を行っております。
・取締役尾﨑啓成氏は、就任後に開催された取締役会10回全てに出席、経理業務での豊
富な経験、専門的な知識などから、議案審議に関する意見や助言を行っております。
・取締役武藤寛征氏は、就任後に開催された取締役会10回全てに出席、人材開発や企業
集団統括の見識や経験から、議案審議に関する意見や助言を行っております。
・監査役安形泰介氏は、常勤監査役として当社や子会社の重要会議に出席し必要な情報
を収集する一方、当事業年度開催の取締役会13回、監査役会14回の全てに出席し、経
営企画や広報における豊富な見識から、必要な発言や助言を行っております。
・監査役井ノ上正男氏は、当事業年度開催の取締役会13回、監査役会14回全てに出席
し、弁護士としての専門的な知見や、他社の社外役員としての経験から、意見や助言を
行っております。
・監査役稲垣文美氏は、当事業年度開催の取締役会13回、監査役会14回の全てに出席
し、金融機関を通じて培った経験、知見から意見や助言を行っております。
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（3）会計監査人の状況
① 会計監査人の名称 新創監査法人
② 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
・報酬等の額 19百万円
・当社および子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 19百万円

（注） 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査の監査報酬額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記の金額にはこれらの合計
額を記載しております。

③ 会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由
監査役会は、会計監査人の報酬等について、監査実績の分析・評価、監査計画と実績の

対比などを踏まえて検討した結果、本年度の監査計画と報酬額の見積りには相当性があ
り、報酬等は適切、妥当であると認め同意しております。

④ 責任限定契約の内容の概要
当社は、会社法第427条第１項および定款規定に基づき、会計監査人と会社法第423条

第１項の損害賠償責任を法令の定める限度まで限定する契約を締結しております。
⑤ 会計監査人の解任または不再任の決定方針

監査役会は、会計監査人が会社法・公認会計士法等の法令に違反・抵触し、あるいはそ
の独立性や職業倫理の遵守等において、不適切と判断された場合には、当該会計監査人の
解任または不再任を決定いたします。

（4）取締役の業務の適正を確保するための体制等の整備についての決議の内容の概要
当社は、グループ全体における業務の適正を確保するための体制等の整備について、そ
の基本方針を「内部統制システムの基本方針」として取締役会で決議しており、その概要
は以下のとおりです。
① 取締役及び使用人の職務の執行が法令・定款に適合し、かつ効率的に行われることを確
保するための体制
イ．当社は、取締役及び使用人の職務の執行が法令・定款に適合することを確保するため
に、これらに適合する「企業理念」「歌舞伎座グループ企業行動規範」「取締役会規則」
「就業規則」等の諸規程等を別途に定めており、取締役及び使用人はこれらの諸規程に
基づき法令及び定款の遵守に努める。
ロ．取締役及び使用人は、その職務の執行においては、顧問弁護士、監査法人、税理士な
ど社外専門家の判断を積極的に仰ぐことにより、合理性・適法性の確保を図る。

2020年04月24日 17時44分 $FOLDER; 17ページ （Tess 1.50(64) 20200401(on201812)_02）



― 16 ―

ハ．当社グループとしてのコンプライアンスに関する教育研修を適宜実施し、グループ一
体となって法令遵守の企業風土形成に努める。
ニ．「公益通報管理規程」に基づき、外部の弁護士との間に内部通報のラインを設け、当
社グループ内における違法行為等の早期発見と是正を図る。
ホ．「職務権限規程」「業務(職務)分掌規程」等の諸規程に基づく責任と権限が明確な職制
とフラットな組織構成による、事業の推移に即応できる体制を図る。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存・管理に関する体制
当社における情報の保存・管理については、取締役の職務の執行に係るものも含め、文

書の保存・管理について定めた「文書管理規程」及び当社グループにおける情報端末とネ
ットワーク及び電子情報の扱いについて定めた「情報システム管理規程」に基づいて適切
に行い、情報の機密性、完全性、可用性を確保する。また、当社グループが扱う個人情報
については、「個人情報保護規程」及び「特定個人情報保護規程」に基づき、当社グルー
プとして適法かつ適正な個人情報保護に努める。
③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

事業推進に伴うリスク管理については、「リスク管理規程」に基づき、当社グループ一
体となって臨むものとし、取締役会において、適宜、リスク状況の報告を行い、また必要
に応じてリスク管理体制の適切性及び有効性を担保するための見直しを図るものとする。
また、財務報告に係るリスクについては、「財務報告に係る内部統制運用規程」に基づく
内部統制評価によって適切に管理されるものとする。
④ 企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ．企業集団としての業務の適正性を確保するために、定例の取締役会とは別途に当社及
び子会社の常勤役員及び監査役による経営協議会を毎月実施し、リスク管理の適切性と
有効性について適宜報告できる体制を確保する。
ロ．「財務報告に係る内部統制運用規程」に基づき、企業集団における内部統制システム
の構築・整備・運用等を行い、組織の適正かつ効率的な業務運営を図る。
ハ．子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた
めに、子会社はこれらに適合した諸規程を定めており、子会社の取締役及び使用人は諸
規程に基づいて法令・定款の遵守に努める。

ニ．子会社は「職務分掌規程」等、自らが別途に定めた諸規程に基づく責任と権限が明確
な職制とフラットな組織構成により、事業の推移に即応できる体制を図る。
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⑤ 監査役の監査の実効性を確保するための体制
イ．監査役は、定期的に取締役や使用人からその職務に関する報告を受け、また、監査役
は取締役会ほか重要会議に出席、その審議内容を直接聴取し、すべての経営情報を閲覧
できる。
ロ．重大な法令・定款違反、不正行為や経営に重大な影響を及ぼす恐れのある事実等につ
いては、当社グループの取締役及び使用人は監査役会に都度報告する。なお、報告を理
由に不利益な取扱いは行わない。
ハ．監査役は、子会社の監査役等と密接な連携を図り、当社グループ全体の監査体制の強
化を図る。

ニ．監査役は、代表取締役及び会計監査人と定期的に会合をもち、当社が対処すべき課題
及び監査上の重要課題について意見交換を行う。
ホ．監査役の監査業務に際しては、必要に応じ適切な使用人に、取締役の指揮命令から独
立して業務を遂行させることができる体制とする。

⑥ 反社会的勢力の排除に向けた基本的な考え方
当社グループは、反社会的勢力と一切の関係を遮断し、反社会的勢力からの暴力的な要

求や不当な要求に対しては、弁護士を含め警察他外部関係機関等と連携して組織的に対処
する。
また、警察他外部関係機関等と連携し反社会的勢力に関する情報の共有に努め、総務部

統括のもと当社グループ一体で対処する。

（5）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当事業年度における業務の適正を確保するための体制の運用状況は次のとおりです。
① 当社グループの「財務報告に係る内部統制の基本方針」に基づき、内部統制システムが
適切に整備され運用されていることを確認するために、プロジェクトチームにおいて、内
部統制システム全般の整備・運用状況の確認と評価を行い、外部会計監査人に結果を報告
しております。外部会計監査人による不備是正事項を受け改善し、歌舞伎座グループ内部
統制委員会と外部会計監査人へ報告しております。
② 適切な業務執行を目指し、外部との契約や社内のルール規程等を検討する際には、弁護
士や税理士、不動産鑑定士などの社外専門家の意見を聴取しております。本年度は、「働
き方改革関連法」施行に伴い、「就業規則」の年次有給休暇の改定を行いました。また、
コンプライアンス研修として、講師に弁護士を招聘し、当社グループの役職員を対象に
「働き方改革」に関するテーマで実施いたしました。
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③ 当社および子会社の常勤役員による協議会を毎月開催し、重要事項の審議や業務執行に
関する報告等を行い、情報の共有や一元化を図っております。また、本年より、取締役会
を毎月開催し、経営に関する様々なテーマを議論し、社外取締役による監視機能の充実を
図っております。なお、子会社の重要会議には当社の取締役等が参加し、当社グループの
経営状況や計画の進捗状況等を把握しております。
④ 監査役は、当社および子会社が毎月開催する常勤役員による協議会に参加して、審議内
容を直接聴取し、情報の共有を行っております。外部会計監査人とは、平時における意見
交換のほか、監査役監査などの通常のテーマに加えてＫＡＭ導入などの時事テーマなども
含めた定例ミーティングを年2回開催し、会計監査から得られる情報と日常の業務監査の
情報交換や会計監査人の適正性などに関する情報の取得を行うなどして監査の実効性の確
保に努めております。また、独立社外取締役とも、情報や課題の共有と、意見交換を目的
とするミーティングを年2回開催し連携を深めました。
⑤ 事業を通じて保有する個人情報の取り扱いについては、情報漏洩リスクの観点から当社
グループ全体での運用を行い、また、マイナンバーを含む特定個人情報の取り扱いについ
ても、「特定個人情報保護指針」や規程に基づいた運用を行っております。
⑥ 当社は、築地地区特殊暴力防止対策協議会に加盟しており、毎月開催される情報交換会
において反社会的勢力に関する情報を共有し、反社会的勢力に対して組織的に対処できる
よう、所轄警察等と連携し取り組んでおります。

（注）本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てております。
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連結貸借対照表
（2020年2月29日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

た な 卸 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 車 両

器 具 及 び 備 品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

借 地 権

商 標 権

施 設 利 用 権

ソ フ ト ウ エ ア

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

長 期 前 払 費 用

そ の 他

1,854,262

1,753,341

25,284

31,821

44,037

△221

24,341,485

15,410,157

8,980,683

73,640

64,555

6,238,098

53,179

2,631,274

2,613,299

51

8,638

9,285

6,300,053

5,768,738

443,447

87,868

流 動 負 債
買 掛 金
未 払 金
未 払 費 用
未 払 法 人 税 等
未 払 消 費 税 等
前 受 金
賞 与 引 当 金
そ の 他

固 定 負 債
長 期 未 払 金
長 期 前 受 金
繰 延 税 金 負 債
退職給付に係る負債
預 り 保 証 金

859,384
153,697
183,675
13,207
40,291
32,057
400,240
19,962
16,252

13,826,111
115,770

12,321,590
1,228,009
74,485
86,255

負 債 合 計 14,685,496
純 資 産 の 部

株 主 資 本 9,632,914
資 本 金 2,365,180
資 本 剰 余 金 3,256,671
利 益 剰 余 金 4,308,679
自 己 株 式 △297,615
その他の包括利益累計額 1,877,337
その他有価証券評価差額金 1,877,337
純 資 産 合 計 11,510,252

資 産 合 計 26,195,748 負 債 純 資 産 合 計 26,195,748
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書
( 20192020

年
年
３
２
月
月
１
29
日から
日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 3,742,952
売 上 原 価 2,883,740

売 上 総 利 益 859,212
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 561,566

営 業 利 益 297,646
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 17,674
そ の 他 9,146 26,821

営 業 外 費 用

そ の 他 2,033 2,033
経 常 利 益 322,435

特 別 損 失

有 形 固 定 資 産 除 却 損 13,147 13,147
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 309,287
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 53,300
法 人 税 等 調 整 額 43,446 96,747
当 期 純 利 益 212,540
親会社株主に帰属する当期純利益 212,540

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書
(20192020

年
年
３
２
月
月
１
29
日から
日まで)

（単位：千円）

株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

2019年3月1日 残高 2,365,180 3,256,671 4,156,654 △296,658 9,481,847

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △60,515 △60,515
親会社株主に帰属する
当期純利益 212,540 212,540

自己株式の取得 △957 △957
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）
連結会計年度中の変動額合計 － － 152,024 △957 151,067

2020年2月29日 残高 2,365,180 3,256,671 4,308,679 △297,615 9,632,914

その他の包括
利 益 累 計 額 純資産合計
その他有価証券
評 価 差 額 金

2019年3月1日 残高 1,809,971 11,291,818

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △60,515
親会社株主に帰属する
当期純利益 212,540

自己株式の取得 △957
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） 67,366 67,366

連結会計年度中の変動額合計 67,366 218,433

2020年2月29日 残高 1,877,337 11,510,252

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2020年２月29日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
前 払 費 用
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
建 物 附 属 設 備
構 築 物
機 械 及 び 装 置
器 具 及 び 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
借 地 権
施 設 利 用 権
ソ フ ト ウ エ ア
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長 期 前 払 費 用
そ の 他

1,016,807
969,890

9,264

14,683

22,968

23,599,693
14,683,908
6,810,954

1,951,083

25,616

70,915

51,181

5,720,978

53,179

2,626,857
2,613,299

8,638

4,919

6,288,926
96,428

5,675,122

443,326

74,050

流 動 負 債 658,537
未 払 金 162,760
未 払 費 用 13,207
未 払 法 人 税 等 39,979
未 払 消 費 税 等 25,989
前 受 金 403,340
賞 与 引 当 金 6,452
そ の 他 6,808

固 定 負 債 13,698,729
長 期 未 払 金 115,770
長 期 前 受 金 12,321,590
繰 延 税 金 負 債 1,148,604
退 職 給 付 引 当 金 49,703
預 り 保 証 金 63,061
負 債 合 計 14,357,267

純 資 産 の 部
株 主 資 本 8,413,048
資 本 金 2,365,180
資 本 剰 余 金 2,406,200
資 本 準 備 金 2,405,394
そ の 他 資 本 剰 余 金 806
利 益 剰 余 金 3,939,628
利 益 準 備 金 142,125
そ の 他 利 益 剰 余 金 3,797,503
特定資産買換積立金 1,070,464
別 途 積 立 金 1,908,800
繰 越 利 益 剰 余 金 818,238

自 己 株 式 △297,961
評 価 ・ 換 算 差 額 等 1,846,184
その他有価証券評価差額金 1,846,184
純 資 産 合 計 10,259,232

資 産 合 計 24,616,500 負 債 純 資 産 合 計 24,616,500
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
( 20192020

年
年
３
２
月
月
１
29
日から
日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 2,023,907
売 上 原 価 1,339,297

売 上 総 利 益 684,609
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 374,305

営 業 利 益 310,304
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 27,735
そ の 他 9,868 37,604

営 業 外 費 用

そ の 他 1 1
経 常 利 益 347,906

特 別 損 失

有 形 固 定 資 産 除 却 損 13,147 13,147
税 引 前 当 期 純 利 益 334,759
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 53,112
法 人 税 等 調 整 額 49,334 102,446
当 期 純 利 益 232,312

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
(20192020

年
年
３
２
月
月
１
29
日から
日まで)

（単位：千円）
株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金 その他
資本剰余金

資本剰余金
合計 利益準備金

その他利益剰余金
特定資産
買換積立金 別途積立金

2019年3月1日 残高 2,365,180 2,405,394 806 2,406,200 142,125 1,070,464 1,908,800
当事業年度中の変動額
剰余金の配当
当期純利益
自己株式の取得
株主資本以外の項目の
当事業年度中の
変動額（純額）

当事業年度中の変動額合計 － － － － － － －

2020年2月29日 残高 2,365,180 2,405,394 806 2,406,200 142,125 1,070,464 1,908,800

株 主 資 本 評価・換算
差額等

純資産合計
利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

その他
利益剰余金 利益剰余金

合計繰越
利益剰余金

2019年3月1日 残高 646,441 3,767,831 △297,003 8,242,208 1,779,892 10,022,100
当事業年度中の変動額
剰余金の配当 △60,515 △60,515 △60,515 △60,515
当期純利益 232,312 232,312 232,312 232,312
自己株式の取得 △957 △957 △957
株主資本以外の項目の
当事業年度中の
変動額（純額）

66,292 66,292

当事業年度中の変動額合計 171,797 171,797 △957 170,839 66,292 237,132

2020年2月29日 残高 818,238 3,939,628 △297,961 8,413,048 1,846,184 10,259,232
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書謄本

独立監査人の監査報告書
2020年４月14日

株 式 会 社 歌 舞 伎 座
取締役会 御中

新創監査法人
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 髙 橋 克 典 ㊞
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 篠 原 一 馬 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社歌舞伎座の2019年３月１日か
ら2020年２月29日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計
算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計

算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対

する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査
の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がな
いかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施する
ことを求めている。
監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施さ

れる。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示
のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表
明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監
査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積り
の評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して、株式会社歌舞伎座及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期
間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
強調事項
重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、新型コロナウイルスの感染拡大により、

会社グループの翌連結会計年度の財政状態及び経営成績に重要な影響を与える可能性がある。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。 以 上
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会計監査人の監査報告書謄本
独立監査人の監査報告書

2020年４月14日
株 式 会 社 歌 舞 伎 座
取締役会 御中

新創監査法人
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 髙 橋 克 典 ㊞
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 篠 原 一 馬 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社歌舞伎座の2019年３月
１日から2020年２月29日までの第96期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書

類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な
虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその

附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附
属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定
し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するため

の手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びそ
の附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内
部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適
正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適
用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細
書の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状
況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
強調事項
重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、新型コロナウイルスの感染拡大により、

会社の翌事業年度の財政状態及び経営成績に重要な影響を与える可能性がある。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。
以 上
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監査役会の監査報告書謄本

監 査 報 告 書
当監査役会は、2019年３月１日から2020年２月29日までの第96期事業年度の取締役の職務の執行

に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として、
本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（１）監査役会は、当期の監査方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につい
て報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求めました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査方針、監査計画等に従
い、取締役及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、
以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報
告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査い
たしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換
を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なも
のとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の
内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用
人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見
を表明いたしました。
③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証すると
ともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」(会社計算
規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」(2005年10月28日企業会計
審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借
対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
2. 監査の結果
（１）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと
認めます。
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② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認めら
れません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制
システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認
められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人新創監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
会計監査人新創監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2020年４月20日

株式会社歌舞伎座 監査役会
常勤監査役（社外監査役） 安 形 泰 介 ㊞
監 査 役 大 谷 二 郎 ㊞
社外監査役 井ノ上 正 男 ㊞
社外監査役 稲 垣 文 美 ㊞

以 上
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(注) 印 地下鉄出口

三越

東銀座駅

東
銀
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駅

都営地下鉄浅草線 昭和通り

開催場所が昨年と異なります。

「株主総会会場」ご案内図
歌舞伎座３階 食堂「花篭」【会 場】

東京都中央区銀座４－12－15 TEL 03-3541-8160

劇場正面からはご入場いただけません

・１階：昭和通り側エントランスから
・地階：地下広場 メトロ連絡通路から見て左奥入口

【交 通】 （地下鉄）日比谷線・浅草線「東銀座駅」出口３直結、A２より徒歩１分
銀座線「銀座駅」A７より徒歩５分
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